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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年5月2日(2013.5.2)

【公開番号】特開2011-203379(P2011-203379A)
【公開日】平成23年10月13日(2011.10.13)
【年通号数】公開・登録公報2011-041
【出願番号】特願2010-68782(P2010-68782)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  27/02     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/64     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  27/02    　　　Ｚ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ａ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ｆ
   Ｈ０４Ｎ   5/64    ５１１Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年3月13日(2013.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者の頭部に固定するための支持部と、
　該支持部に固定され、表示すべき映像の映像光を出射する映像射出部を有する本体部と
、
　前記映像射出部から出射した映像光を入射し、前記支持部を使用者の頭部に固定した状
態で、入射した該映像光を使用者の対応する眼球へ導光する棒状の導光部を有し、使用者
の視野内に前記映像射出部の前記映像の拡大像を虚像として表示する接眼光学部と、
　前記本体部に前記接眼光学部を交換可能に取付ける取付手段と
を備え、
　前記取付手段は、前記映像射出部から前記眼球へ前記映像光を導光する光学系の光軸経
路が異なる、少なくとも第１の接眼光学部および第２の接眼光学部を、交換可能に取付け
ることを特徴とする頭部装着型表示装置。
【請求項２】
　前記第１の接眼光学部と前記第２の接眼光学部とは、前記光軸経路の屈曲回数が異なる
ことを特徴とする請求項１に記載の頭部装着型表示装置。
【請求項３】
　前記第１の接眼光学部と前記第２の接眼光学部とは、前記光軸経路の前記接眼光学部か
ら前記眼球に向かう射出位置が異なることを特徴とする請求項１または２に記載の頭部装
着型表示装置。
【請求項４】
　前記第１の接眼光学部と前記第２の接眼光学部とは、前記光軸経路の前記接眼光学部か
らの前記眼球に対する射出角度が異なることを特徴とする請求項１－３のいずれか一項に
記載の頭部装着型表示装置。
【請求項５】



(2) JP 2011-203379 A5 2013.5.2

　前記第１の接眼光学部と前記第２の接眼光学部とは、前記光軸経路の長さまたは光路長
の少なくとも一方が異なることを特徴とする請求項１－４のいずれか一項に記載の頭部装
着型表示装置。
【請求項６】
　前記第１の接眼光学部および前記第２の接眼光学部の一方は、前記光軸経路が同一平面
上にあり、他方は、前記光軸経路が複数の平面に渡ってあることを特徴とする請求項１－
５のいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置。
【請求項７】
　前記映像射出部は、前記眼球の視軸上から外れて位置し、前記接眼光学部は、前記光軸
経路を２回以上屈曲させることを特徴とする請求項１－６のいずれか一項に記載の頭部装
着型表示装置。
【請求項８】
　前記接眼光学部は、前記光軸経路が前記眼球の中心を通るように構成されていることを
特徴とする請求項１－７のいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置。
【請求項９】
　前記取付手段は、前記映像射出部の前記眼球に対する位置関係を固定した状態で、前記
接眼光学部を交換可能に構成したことを特徴とする請求項１－８のいずれか一項に記載の
頭部装着型表示装置。
【請求項１０】
　前記本体部は、取付けられた前記第１の接眼光学部または前記第２の接眼光学部に対応
して、表示映像を切り替える映像切替手段を有することを特徴とする請求項１－９のいず
れか一項に記載の頭部装着型表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成する請求項１に係る頭部装着型表示装置の発明は、
　使用者の頭部に固定するための支持部と、
　該支持部に固定され、表示すべき映像の映像光を出射する映像射出部を有する本体部と
、
　前記映像射出部から出射した映像光を入射し、前記支持部を使用者の頭部に固定した状
態で、入射した該映像光を使用者の対応する眼球へ導光する棒状の導光部を有し、使用者
の視野内に前記映像射出部の前記映像の拡大像を虚像として表示する接眼光学部と、
　前記本体部に前記接眼光学部を交換可能に取付ける取付手段と
を備え、
　前記取付手段は、前記映像射出部から前記眼球へ前記映像光を導光する光学系の光軸経
路が異なる、少なくとも第１の接眼光学部および第２の接眼光学部を、交換可能に取付け
ることを特徴とするものである。
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